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◆テレビ　市役所だより（OCTV11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
 （FM-JAGA77.8MHz）9：15～9：20
おびひろ広報メモ
 （FM-WING76.1MHz） 9：30～9：35

市政のお知らせを放送しています 広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために
「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、ＦAX 23・0156、
Eメール  report@city.obihiro.hokkaido.jp）
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　３月１日で開港40周

年を迎えた、とかち帯

広空港の記念セレモ

ニーが同空港で開催さ

れました。セレモニー

では、空港の歴史を振

り返る記念パネルの除

幕式が行われたほか、

同日の搭乗者に40周年

記念ロゴが刻印された

どら焼きや、記念ロゴ

が印刷されたマスクな

どの記念品が手渡され

ました。

　３月より民間委託に

よる運営が始まった、

とかち帯広空港。十

勝・帯広の空の玄関口としてさらなる発展が期待され

ます。（２月28日、とかち帯広空港）

　百年記念館で各種展

示を行いました。

「ひな人形展」では、

人形に受け継がれてき

たエピソードを添えて

展示しました。普段あ

まり見掛けない掛け軸

タイプなど、さまざま

なひな人形がロビーを

彩りました。

　また、「楽しくデッサ

ン教室作品展」では、

教室参加者が音楽を聴

きながら作成した、イ

メージデッサンを掲示

しました。同じ曲でも、

人によって全く異なる表現が描かれており、感性の違

いや、絵画の素晴しさを改めて実感しました。（３月

３日、百年記念館）

とかち帯広空港 
　開港40周年記念セレモニー
とかち帯広空港 
　開港40周年記念セレモニー

動物園長と広報担当で厳選し、魅力的な写真を当コーナーで紹介
します。
次回（６月号）の紹介予定の動物は「モモイロペリカン」です！

Instagramの場合・・・「♯広報おびひろZOOレター」を画像に付けてアップ

Eメールの場合・・・photo@city.obihiro.hokkaido.jpに画像（５ＭＢ以内）

　　　　　　　　　を添付して送付

※提供された写真は、次回のＺＯＯレターで紹介したり市の広報物などに使用する場合があります。
　その場合、個別にお知らせはしません。写真に関する問い合わせは、広報広聴課へ。

　今月は ヤギ・ヒツジ

おびひろ動物園の動物たちの写真を大募集！
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ここにいるよ

おびひろ
動物園
園内マップ

自分と似た性格
のヤギやヒツジを
探してみるのも楽
しいですよ！

ヤギ・ヒツジ担当
佐藤さん

　ヤギとヒツジは古くから家畜として

飼育されていて、基本的に温厚な性格

です。とはいえ個体差があり、現在飼

育している５頭のヤギと３頭のヒツジ

たちは、気が強い、のんびり屋、臆病、特に

人懐こいなど、どの子も個性的です。

　土・日曜日には、ヤギの放飼場に入ったり、

ヒツジを柵ごしに触ったりすることができる

ので、それぞれの個性を観察してみてくださ

い。

おんこう

ふる

締め切り

５月５日㈷

インスタグラム

レター
動物園のいまをお届け
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夏期開園は、
４月29日㈷から！
夏期開園は、

４月29日㈷から！おくびょう

し

夢かなうまち

イクボス宣言

おびひろ

帯広市長  米沢 則寿帯広市長  米沢 則寿

市長コラム

の
一
例
で
す
。
何
を
大
切
に
思
い
、
ど

う
行
動
す
る
の
か
、
自
分
の
気
持
ち
を

紙
に
書
き
出
し
、
そ
れ
を
誰
か
ら
も
見

え
る
よ
う
に
す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
、
残
業
ゼ
ロ
や
有
給
休
暇
の
取
得

促
進
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
、
市
役
所
が
提
供
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
受
け
手
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
を
想
像
し
な
が
ら
、
職
場
の
現

状
や
仕
事
に
向
か
う
姿
勢
な
ど
を
、
上

か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
全
員
で

改
め
て
確
認
し
合
う
大
切
な
機
会
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　私
の
「
社
員
」
時
代
は
、
海
外
で
の

仕
事
が
多
く
、
最
初
は
言
葉
や
文
化
の

違
い
か
ら
、
同
僚
や
部
下
と
の
情
報
共

有
や
意
思
疎
通
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
仕
事
の
み
な
ら
ず
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
の
付
き
合
い
を

通
じ
て
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
を

持
っ
て
い
る
こ
と
や
、
家
族
の
こ
と
を

含
め
、
よ
り
良
い
人
生
を
送
る
た
め
に

真
剣
に
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
次

第
に
信
頼
関
係
を
築
け
ま
し
た
。

　ど
ん
な
仕
事
で
も
、
チ
ー
ム
と
し
て

困
難
を
乗
り
越
え
た
り
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
た
り
す
る
に
は
、
互
い
に
信

頼
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
価

値
観
の
違
い
を
認
め
合
い
、
相
互
理
解

を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
職
場
の
み
な
ら
ず
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
市
役
所
の
関
係
に
お
い
て

も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
「
努
力
は
、
夢
中
に
勝
て
な
い
」
―
こ

れ
は
努
力
を
否
定
し
た
言
葉
で
は
な
く
、

夢
中
に
な
る
と
気
付
か
な
い
う
ち
に
、

さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
想
像
し
な
が

ら
、
職
員
み
ん
な
で
ワ
ク
ワ
ク
・
イ
キ

イ
キ
、
夢
中
に
な
れ
る
よ
う
な
価
値
観

を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
「
イ
ク
ボ
ス
」
と
は
、
イ
ク
（
育
児
）

と
ボ
ス
（
上
司
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造

語
で
す
。
子
育
て
に
理
解
が
あ
り
、
子

育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
る
上

司
の
こ
と
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な

ど
、
部
下
の
人
生
を
応
援
し
な
が
ら
、

組
織
と
し
て
業
績
を
上
げ
、
自
ら
の
人

生
も
楽
し
む
経
営
者
や
管
理
職
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
組
織
の
ト

ッ
プ
が
イ
ク
ボ
ス
と
な
る
こ
と
を
宣
言

し
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
広
げ

よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　帯
広
市
役
所
で
は
、
私
や
管
理
職
だ

け
で
は
な
く
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

育
児
に
限
ら
ず
、
仕
事
と
生
活
の
両
立

全
般
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、

１
月
か
ら
試
行
的
に
始
め
ま
し
た
。

　　
「
心
と
体
の
健
康
を
保
ち
、
笑
顔
で

仕
事
を
し
ま
す
」
「
良
い
仕
事
を
す
る

た
め
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
助
け
合
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま

す
」。
こ
れ
ら
は
、
職
員
に
よ
る
宣
言

ひな人形展・
楽しくデッサン教室作品展
ひな人形展・
楽しくデッサン教室作品展


